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論文内容の要旨 
 
背景  アドレノメデュリン（AM）は血管拡張作用と細胞保護の特性を有する物質である. AM の C
末端にグリシンが結合し, 生理活性型 AM（mAM）になる. AM は高糖条件下で血管内皮細胞や平滑
筋細胞から誘導するとされている. しかし, AM がどのようにアミド化によって活性化されるかは
あまり知られていない. 我々は腹膜透析（PD）患者におけるAMの動態を調べるために, AM, mAM, 
および CA125 の濃度を測定した. また, mAM/AM 比をアミド化活性のマーカーとして評価した. 
方法  患者 20 人を対象とした. 腹膜平衡試験終了時に排液を採取し, AM, mAM, CA125 濃度を測定
した. また, 排液より採取した腹膜中皮細胞（PMCs）における AM の発現を調査し, 間接蛍光抗
体法を用いて検討した. 
結果  排液中の AM およびｍAM 濃度はそれぞれ 18.1±1.6 fmol/mL, 4.1±0.3 fmol/mL であった. 血
漿中ではそれぞれ 42.6±3.3 fmol/mL, 5.6±0.6 fmol/mL であった. 排液中と血漿中の AM 濃度は相関を認
めなかったが, 排液中 AM 濃度と D/P クレアチニンは相関をした. さらに, 20 人中 7 人は排液中 mAM
濃度および mAM/AM 比が血漿中より高値であった. 排液では, AM 濃度は CA125 濃度と相関したが, 
mAM/AM 比とは相関しなかった. 免疫細胞学的研究では PD 排液から採取された PMCs において AM
が細胞質においてびまん性に発現していることが明らかとなった. 
結論  AM は PMCs において発現しており, PD 患者の腹腔内ではアミド化が亢進している。 
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